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色再現領域を拡げる7色プロ セス印刷
Coior　Reproduction 　of　7　Coior　Process　Printing

永田　泰弘　 Yasuhiro　Nagata 　 カラ
ープランニ ングセンタ

ー Color　Pトanning　Oenter

色再現　7 色　プ ロ セ ス 印刷　色分解　分色 coler 　reproduction ，　 seven ・color ，　 process　printing，　 color 　separation

1． は じめ に

　カ ラ
ー

印刷 の 大部分は プ ロ セ ス 印刷 と呼ばれ て い

る4色印刷 に よ っ て 行わ れ て い る こ とは周知 の 通 り

で ある 。 こ の 印刷方式は、オ フ セ ッ ト印刷 、 グ ラ ビ

ア 印刷、フ レ キ ソ 印刷な ど、平版 、凹版、凸版 の い

ずれ の 印刷方法 にお い て もシ ス テ ム が確 立 し普及 し

て い る
。

プ ロ セ ス 4 色印刷に 使用 さ れ る 印刷 イ ン キ

は シ ア ン （C ）、マ ゼ ン タ （M ）、イエ ロ ー （Y ）、ブ

ラ ッ ク （K ） の 4 色で 、有彩 色の 3 色は 視覚の 3 原

色 と い われる RGB の 補色に あた る色で ある 。

　 カ ラ
ー印刷の 歴 史は よ り原稿に忠実な、よ り美 し

い 、よ りコ ス トの 低 い 色 再現 の 実現 に 向けて進 歩 し

て きて い る 。

　印刷物 の 晶質は 総 合的な技術 の 集積に よ っ て 決め

られ る もの で 、大 きな要素は、製版技術 、印刷機の

精度、印刷 イ ン キ の 色 、 用紙 な ど で あ る
。 色再現上

の 品質 は全体感か ら くる心埋 的 な好まし さ ととも

に 、原稿の 色に 対す る再現の 忠実度が評価 され る 。

2． 7 色 プロ セ ス 印刷 シ ス テ ム開発の 背景

　4 色 プ ロ セ ス 印刷 の 色再現は 、自紙．」二 に おけ る印

刷 イ ン キ の 微細 な網点の 併置加法混色 と網点や イ ン

キ 面の刷 り重ねに よ る減法混色の併用に よ っ て行 わ

れ て い る 。 基本的に は、CMY の 3 色で 全領域 の 色
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再現が 口∫能な の で 、ブ ラ ッ クは文字の 印刷や 画像の

強調な ど補助的 に用 い られ て い る と考え て も良 い
。

画像中の ブ ラ ッ ク部分 は CMY の 3 色の 減法混色 に

よ っ て表現 され る か らで ある 。

　 3 色型 の 視 覚を もつ 人間 の 眼 に対 して は こ の

CMY の 3 色に よ る 色 再現の 方法は極め て 合理的 な

もの で ある と言えるが 、そ れ は CMY の 3色が理 想

的な分光分布特性 を持 っ て い る こ とが 前提 となる。

しか し、現 在使用 されて い るCMY の 印刷 イン キ は 、

理 想に近 い 分光特性 を もっ て い る の は Y イ ン キ の

み で 、C イン キ と M イン キ は 共 に不 完全で ある 。 そ

れ は 、C イ ン キ は フ タ ロ シ ア ニ ン ブ ル …、M イ ン キ

は カ ー ミ ン 6B を主成分 としてお り、こ れ ら の 顔料

の 分光分布が理想的な分光分布と異な っ て い るため

で 、理想的な分光分布をもつ イ ン キ の 出現が期待で

きな い の が現状 で あ る 。

　そ の た め に着想 した の が 、減法混色に よる彩度 ダ

ウ ン を避け る こ とと、減法混色時の 彩度ア ッ プ とい

う方法で ある 。 減法混色は CMY の 任意 の 2色の 巾

間色近 くで 最 も著 しい 彩度 ダウ ン を招 くの で 、それ

を避けるため には彩度の 高 い 中間色の イ ン キ を加 え

る 方法が 考えられ る 。

　 また、減法混色 は色相差異が大 きい 程彩度 ダ ウ ン

が 大きく補色の 組合せ で は 無彩色に なる とい う原 理
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（図 1＞ 理想 的 な 3原 色 イ ン キ と現実 の 印刷 イ ン キ の分 光 分 布
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か らも彩度 の 高 い 中間色の イ ン キ を加える方法は 妥

当で ある と考 え られ る 。

　 こ の よ うな思考過程 を経 て 、CMY の 中間色 に あ

た る オ レ ン ジ （0 ）、グ リ
ー

ン （G ）、バ イ オ レ ッ ト

（V ）の 3色を加 えて 7色に よ る 印刷の 色 冉．現 を検討

す る こ と と した の は 1987 年頃で あ る
。

3． 7 色 プロ セ ス 印刷の色再現領域

　7 色の 印刷 イ ン キ の 色の 設定 は 自由で あ るが 、現

在の 印刷 業界で 受け 入れやすい こ とを考え、CMYK

は そ の まま設 定し 、残 る 3色は CMY の 補色の RGB

に常識的な選択肢が ある こ と を考慮 に入れなが ら、

R よ りY 寄 りの （）、G は C 寄 りに、　 B は M 寄 りに V

を選定 し 7 色を設定 した 。

　 こ れ らの 7色の べ た印刷色 の マ ン セ ル 値は次の 通

りで あ り、色再現領域 を知 る 目安 ともな っ て い る 。

　 M ＝ 5．3RP5 ．0！14．8、0 ＝ 8．8R6 ．1114．0、　 Y ≡ 9．4Y8 ．61

1L8 、　G ＝ 2．9BG6．7110．9、　C ＝ 9．2B5．5／12．1、V ＝ 1．5P4．7！

13．1、K ＝ N2 ．0 。

　 隣接色の マ ン セ ル 色相環上 の 角度差は M −O ＝ 50
°

0 −Y ＝ 75
°

Y −G ＝ 85PG −C ＝ 55
°

C −V ； 45CV −M ＝ 50
°

で

ある 。 ただ、差が均等で は ない の で 色相再調整の 必

要性 は残 され て い る D

　 こ の 7色 プ ロ セ ス印刷の 色再現 は、画像の 微少 に

分割 され た佃 々 の 部分は 、1色の 有彩色、隣接す る

2 色の 有彩色の 刷 り重ね、ある い は それ に K 成分 を

刷 り重ねる こ とによ、り表現す る こ とに よ り行 うこ と

を原 則 とす る。従 っ て、色相角が大 きい 色 と の 減法

混色が生 じな い の で彩度の 高 い 色再現の 可能性 をも

ち、一
方 の イ ン キ を 100％ として 隣接色を刷 り重ね

た場合の 色を測定 した結果 、4色プ ロ セ ス 印刷 に較

べ 、7 色の 方が 彩度値が高 い 結果 を得 て t 色 Pt現領

域は後者が広 くな る こ とを実証 した 。

　そ の 機 会を と ら え、モ …リ ス ・エ ス テ ・一ブ の 絵 画

を題材とす る カ レ ン ダ
ー制作 にお い て 、印刷実験 を

行 う機会が訪れ た の で そ の 成果 を報告す る 。

　製版 と印刷 の 条件は次 の 通 りで あ る 。

　　◇製版 ・印刷 ：凸版 印刷株式会衵、

　　◇分色協力 ：ハ イデ ル ベ ル グ社

　　◇分色 ソ フ ト： ドイ ツ　 eder 社　 ederMCS

　　◇ ス ク リ
ー

ン 角度等 ：C＆O ＝15度 〔170線）、

　　Y ＆ V＝45度 （17｛〕線）、M ＆G ＝75 度 （170線）、

　　K ＝FM ス ク リ
ー

ン 使用

　　◇使用 イ ン キ ：大日 精化　DCA セ ブ ン 耐 光

　　性 7 色プ ロ セ ス イ ン キ

　　◇刷 り順 ：K −C −M −Y −V −O −G

　 今回の 7 色印刷製版 は 4 色 に 分解 され た 各版 の

デ
ー

タを使 っ て 7色に分色 して版 を作製 した 。
マ ゼ

ン タ とイエ ロ ー．を刷 り重ねた ときに色が重な っ て オ

レ ン ジ（0 ）とな る部分 を抽出 して、オ レ ン ジ 版 に し、

同様に イエ ロ ーと シ ア ン の 刷 り重ね に よ る グ リ
ー一・

ン

〔G ）成分 を抽出 して グリ
ー．ン版 とし、シ ア ン とマ ゼ

ン タに よる バ イオ レ ッ ト（V ）成分 の 抽 出か ら バ イオ

レ ッ ト版を作製す る 。
こ の 三 つ の プ ロ セ ス を経 た結

果、最 初の 3 版 か ら シ ア ン 、マ ゼ ン タお よ び イエ

ロ
ー

の 成分が 減る こ と に な り、新 しい シ ア ン 、マ ゼ

ン タお よび イエ ロ ー一
の 版 が生 まれ る c．4色印刷で は

シ ア ン 、マ ゼ ン タ お よび イ エ ロ ーの 3 色が 刷 り重

な っ た部分 はブ ラ ッ ク に なるが 、その 部分 と純粋な

ブ ラ ッ ク の 部分 を合 わせ て ブ ラ ッ ク の 版が作 られ

る 。 3 色が刷 り重なる部分 もCMY 版か ら K 版 に 移

され る 。 今 回は モ ア レ を考慮 して K 版 に FM ス ク

リ
ー

ン を使用 したが、本来は CMY 版 に 15度、　OGV

版 に 45 度、K 版 に 75 度 の ス ク リ
ーン角度 を与える

の が標準的な製版方法で ある 。 それ らの 7版 を刷 り

重ねたの が今 回 の 7 色印刷実験で ある 。

4． 印刷実験

　 現在の 製版 シ ス テ ム は、カ ラ
ー

原稿 を ス キ ャ ナ で

4 色 に色分解 して 行わ れ て お り、7 色に 色分解 をす

る ス キ ャ ナ ある い は分解 ソ フ トの 開発が遅れ て い た

た め に 、7 色 プ ロ セ ス 印刷 の 色 再現領域 が広 い こ と

は判 っ て い て も、現実 に 7色分解 ソ フ トの 精度 を実

証する 形の 印刷実験 を行 う機会は少 なか っ た 。

　 最大 の 問題点で あ っ た 7色分解の ソ フ トcdcrMCS

が ドイ ツ で 開発 され 、ハ イ デ ル ベ ル グ社 に よ り日本

で の 販売が始 ま っ た の で 印刷実験 が可 能 とな っ た 。

5． 考察と結論

　7色 プ ロ セ ス 印刷 に よ るカ レ ン ダ
ー

の 色再現は満

足すべ きも の で あ り、印刷お よび美術の 専門家か ら

高 い 評flrliを得 た 。 4 色 ブ rコ セ ス El」刷で は再現 で きな

い 色 を含む 印刷 に は、特色 を使 うと い う従来 の 方法

よ り良い 方法が 開発 され た と考えて い る。

　た だ 、欠点 は 4色印刷 よ り製版 と印刷 の コ ス トが

高い 点で あ り、印刷物の 用途 に よる選択が必要な点

で あ る 。 また 、印刷 イ ン キ の 色 の 設定に は い くつ か

の 選択肢が あ り、今後の 検討 を必 要と して い る 。
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